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Abstract

Death has been a taboo subject in our present death-denying society, where most people die in

hospitals rather than at home. Children lack personal experiences with death, and when a member of

their family dies they are often overprotected and misinformed. This confuses the child and may be

traumatic for him or her, especially when he or she is not permitted to participate in the mourning

ceremonies, to talk about the meaning of death, and about what happens to the body when a person

dies.

The author introduces three cases of children’s death experiences from the writing of Rose Zeligs’

and discusses each case from the point of view of early childhood education.

Citing the works of S. Freud and J. Piaget, Zeligs’ claim that death should not be regarded as a

kind of taboo and hidden from children is compatible with the author’s previous studies on death

education in early childhood.
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はじめに

筆者は、幼児たちがいのちの大切さを知ることが

出来るような可能性を求めて、「幼児に対するいの

ちの教育」の研究を続けている。今回は先行研究と

して、ROSE ZELIGS, Ed. D. の著書 CHILDREN’S

EXPERIENCE WITH DEATH に著されている事例を

通して考察を加える。

彼女は、子どもが誕生と死の神秘の問題について

深く巻き込まれて混乱させられている１）ことを指摘

している。子どもの死の経験に関しては、大人の考

え方や態度あるいは、死の取り扱い方が子どもの考

え方やその取り扱い方に大きく影響することは、他

の経験と同様である。

事例の紹介

まず、ローズ・ゼリグスが子どもたちの死の経験

について、述べている事例３点の要約を紹介する。

事例１．１歳の男児 D を突然死で亡くした家族

の体験、問題の対象となった子ども：６歳男児 R、

問題発生の経過：B 夫人は掃除婦に彼女の赤ん坊を

みてもらい、２時間だけ医師のところに出かけるた

め、家を離れていた。その間に１歳の男児 D は突

然死で亡くなってしまった。検死の結果でも急性の

呼吸器感染症のための自然死と指摘された。B 婦人

が帰宅したとき、警察署からパトカーがやってきて

いて家の周りは大騒ぎとなり、この B 婦人の友人

夫妻が、そのお葬式がすむまで、亡くなった D の

５歳９ヶ月の兄の R と３歳の姉の L を預かると

言ってくれた。

その日、彼らが子どもたちを連れてきた時、R は

すばやく母親のところに寄ってきて、「D は大丈

夫？」と何度も聞いて D に会いたがった。彼の両

親は彼ら自身の悲しみを隠そうとしていた。二人の

子どもたちに、両親は D の死について話さずに、

そのまま友人夫妻に預けた。L は喜んで出かけた

が、R は D のことをとても心配して行きたがらな

かった。それを強引に説得して、二人の子どもを友

人夫妻の家に泊まりに行かせたのである。

＊ Masako TAKAUCHI 教育学部教授
１）Rose Zeligs, Ed. D 著 Children’s Experience with Death P.�,１９７４, Charles C Tomas Publisher
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翌朝、R は D のことをとても心配して、眠れな

かったことが友人夫妻から電話で報告された。両親

はすぐに友人夫妻のところに行き、R に D が亡く

なったことを知らせた。R はとても悲しがり、いつ

も R は年長者として年下の子どもの面倒を良く見

ていた。後には父親に言われて、一人で悲しがって

いる母親の面倒も見るつもりにさせられていた。赤

ん坊の D が亡くなって９ヶ月が経ち、その後 R は

病気で入院もし、学校でも与えられた課題の時間の

あいだ中ずっと泣いてしまって、課題に集中できな

いという問題を抱えこみ、クラスの周りの子どもた

ちは彼のことを泣き虫赤ちゃんと呼ぶようになり、

そのことも彼を悩ます要因となり、彼は夜もぐっす

りとは眠れなくなり、自分でも何故だか分からない

と情緒不安の症状を母親に訴えた。

まだ、亡くなった D のことを忘れられずにその

悲しみを乗り越えることが出来ないでいる R につ

いて、母親がその情緒不安定の様子を心配し、心理

学者のところに相談に行った。

事例２．ペットの死によって傷ついた子どもの行

動、問題の対象となった子ども：７歳男児 D、問

題発生の経過：D はこれまでに亀や金魚やイグア

ナを飼育したことがあり、ある日、庭でトカゲを見

つけ飼い始めた。しかし、ほんの一週間ほどでトカ

ゲは死んでしまった。D はもう二度とそのトカゲ

を目覚めさせることが出来ないということを受け入

れ難かったので、心理学者のところに連れてこられ

た。

そこで、D は心理学者から生き物は死んだら埋

葬するという扱いをするように教えられて、父親と

ともに死んだトカゲを埋葬した後に、D はトカゲ

を何度か掘り返し、それが嫌な匂いを発して、虫が

たかり、ひどい状況になって崩壊していくようすを

見て、D はついにはもう、そのトカゲを目覚めさ

せることは出来ないとあきらめた。

事例３．突然の子犬の死、問題の対象となった子

ども：９歳男児 P、問題発生の経過：９歳の P と

７歳の妹の M は２匹の子犬（生後７ヶ月）と一緒

に通りを散歩していた。突然雌犬のほうが走って逃

げ出し、通りを２０フィートほど過ぎたところで、自

動車とぶつかって２０フィートくらい飛ばされてしま

い、P は走って飛ばされた子犬のところに駆け寄り

その子犬を抱きかかえて、血だらけになった。その

子犬は首も背中も折れてしまっていた。その場を通

りかかった見知らぬ女性が、子どもたちを死んだ犬

から離れたところに連れて行き、その死んだ犬は子

どもたちに見えないように扱われ始末された。

その直後、２人の兄妹は泣き止むことが出来な

かった。父親は子どもたちに、「子犬が大した苦痛

もなしに、事故で即死したと言うだけでも良かっ

た」とか、「子犬が生きているあいだ、君たちは子

犬の世話をよくして、愛情と楽しみを充分に与えた

から良かった。」とか、「本当に大事なことは、今私

たちは生きているものを助けなければならないと言

うことだ。」と話して聞かせた。父親は子どもたち

に、残された方の子犬が亡くなった子犬のことを忘

れた頃に、新しい子犬を手に入れることを約束し

た。突然子どもたちの目前で起きた残酷な事故で、

子犬を亡くしてしまった子どもたちのペットの死の

経験である。

問題点と考察

著者ローズ・ゼリグスが子どもの死の経験につい

て、指摘している問題点は以下の通りである。それ

らに従って、考察を進めていく。

①子どもの死に対する恐怖

②死について大人がタブー視することへの疑問

③身近な人の死に対する子ども自身の罪悪感

考察

１．子どもの死に対する恐怖

ローズ・ゼリグスの事例から、子どもは弟など兄

弟家族の死を通して、その姿が見えなくなってしま

うことに強い恐怖感を覚える。自分の愛する人た

ち、両親や自分も死ぬのではないかという不安を感

じ、その恐怖感が大きいほど、夜眠りにつくことが

出来なくなってしまうこともある。彼らは死と眠り

を混同することがしばしばあり、眠りから目覚めな

いかもしれないという不安を持ってしまうためであ

る。

家族の死に対する恐怖が強すぎる場合には、子ど

もは PTSD を抱え込んでしまい、学校や幼稚園など

の集団生活でもその悪影響が見られる。子どもは与

えられる様々な課題になかなか集中できずに、感受

性が非常に高くなり、些細なことに対してもすぐに

泣いてしまうなどの情緒不安定が見られる。そのよ
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うな場合、担任の教育者により、学校や幼稚園以外

のところで、子どもが何か問題を抱えているのでは

ないかと推測されるような場合には、保護者との話

し合いの上で、近年は子どもには小児科医だけでは

なく、心理学者の援助も必要となる２）のである。

事例１では、子どもたちに兄弟の死を告げずに、

葬儀にも参加させずに、両親だけで D に対する喪

の過程を済ませてしまい、両親の悲しみは子どもた

ちと分かち合うことが成されないままに、すまされ

てしまった。

子どもたち特に R も兄弟を喪失してしまった悲

しみを感じていたのに、それを抱えたままで日常生

活を過ごさなければならず、R の悲しみを受け入れ

てくれる場も人もなく、子どもは自分自身の悲嘆の

感情にどのように向き合い、対処するべきか困惑し

てしまったのである。

ローズ・ゼリグスは喜びだけではなく、悲しみも

家族みなで分かち合わなければならない３）ことを指

摘している。家族で一緒に悲しみを分かち合うこと

により、子どもは、その悲しみを家族とともに乗り

越えることが出来るのである。もし、そこに参加さ

せてもらえないようなことになるならば、子どもは

自分だけが家族からのけ者にされたとか、必要とさ

れていないとか、受け入れられていないとか、疎外

されたなど、家族から孤立してしまうような不安感

を持ってしまうのである。それは子どもにとって、

非常につらいものとなってしまい、子どもたちの日

常生活にも支障をきたすような情緒不安定を引き起

こす要因となってしまうのである。

子どもに必要なことは、どのような時にもいつも

自分は家族に受け入れられていると言う確固たる安

心感であることがわかる。ピアジェによれば、子ど

もの認知機能の発達における前操作的段階において

は、生き生きと物体と関わってのアニミズム的観念

が優勢であって、あらゆる物体の動きを見て、子ど

もはその物体が生きているというように受け止め

る。その段階でも死についての認識は可能と考えら

れているが、それは真の意味での死の絶対性を含ん

ではいない。従って、子どもはごっこ遊びの中で、

何度でも死んだり生き返ったりすることが可能とな

り、それが当然のことと捉えられてしまうのであ

る。すなわち、子どもは真の死に直面した時に初め

て、死の最終性・絶対性を味わうことになるのであ

る。

ローズ・ゼリグスはまた、ステイラーの発見した

子どもの思考が流れに従って起こるというピアジェ

による認知発達の説明に同意し、彼女はまた、ベン

ダーのピアジェの引用にも同意し、死というものは

子どもにとって最も偉大なる不思議であり、死とい

うものが持つ最終の形は子どもの理解の概念を超え

ている。つまり子どもには理解しがたいものであ

る４）ことを示唆している。その上で、子どもがたず

ねる疑問は、彼らの日常生活の体験から生まれるも

のであり、例えば「我々はどこから来たのか？」「死

とはいったい何なのか？」「人は死んだらどうなる

のか？」「私の両親も死ぬのか？」「全ての人間も死

ぬのか？」「死んだ人々は土の中に入れられるの

か？」といった疑問である。これらの疑問は成長期

の子どもの頭と心をいっぱいにしてしまう。もし、

彼が年齢とその理解力に応じて、正直に大人から回

答を与えられなければ、彼はゆがんだ奇妙な考え方

を発達させてしまうかもしれない５）ことをローズ・

ゼリグスは指摘している。さらに、もし彼が彼の考

えや死に対する恐怖を話すのを恐がるなら、彼は混

乱させられたり、心がかき乱されたりするかもしれ

ないと続けて、大人は誠実に子どもの疑問に向き合

い正直に疑問に答えるべきであることを指摘してい

る。筆者もこのことに強く同意するものである。

２．死について大人がタブー視することへの子ども

の疑問

家族の死を経験した子どもは、死とはいったいど

のようなことなのかを理解できないでいる。まして

や、事例１のように葬儀にも参加させてもらえない

場合には、死ぬと人間はどのような状態になり、誰

がどのように悲しむのか、その悲しみを他者はどの

ように乗り越えていくのか、最終的に死んだ者はど

のようになるのか、最後には埋葬されて、社会的に

は最終性を持って、姿を消してしまうということを

理解することが難しく、子どもは、その死を受け入

れることもなかなか出来ない。

死について、大人がタブー視して、死に関して子

２）Rose Zeligs. Ed. D 著 前掲書 P．�
３） 〃 P．１３
４） 〃 P．２２
５） 〃 P．２２
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どもとともに語る機会が無ければ、子どもにとって

は子どもなりに死というものを理解することは難し

い。例え、生きている花やペットの死を通して死ぬ

ということが理解できてはいても、家族や友人など

といった身近な人の死を理解することは困難であ

る。

もし、大人が死をタブー視するなら、子どもは人

の死についてはタブーにすることが必要なのだとい

う間違った考え方を学んでしまい、その子ども自身

も大人になると、同じように死をタブー視してしま

う大人が増えることになる。そのような死に対する

タブー視は世代を超えて受け継がれ、次の世代にも

繰り返されることになってしまう。

子どもは子どもなりの死に対する疑問を持つもの

である。大人は子どものそのような疑問に正直に答

えてやる必要がある。そのことにより、余計な子ど

もの死に対する恐怖感を取り除くことが可能である

から、大人は子どもとの信頼関係をしっかりと築き

あげ、彼らの質問には彼らが理解できるように誠実

に正直に答えるべきである。

その子どもの死に対する疑問の象徴が表わされて

いるのが事例２である。この事例２から筆者は絵本

「野日記」を思い起こした。「野日記」の作者近藤は、

庭で死んだ「イタチ」をそのまま放置し、どのよう

に小動物の死骸が崩れて行くのかを観察しながら、

この絵本「野日記」を創り上げたのである。森の中

の食物連鎖ともいうべき出来事を子どもにも分かり

易く描いた絵本である。

自然から生まれたいのちが亡くなって、自然に

帰っていくという、昔よく目にすることができた自

然の営みが著わされた絵本である。子どもは、死ん

だ「いのち」はどのように変化して行くのかを自分

の目で見てみたいという子どもの気持ちが著わされ

ているのが事例２である。

身近な人が亡くなった場合には、子どもはその死

について理解することは近年では非常に困難な状況

になっている。特に人の死は、近年病院の中に囲い

込まれて、ニュースやメディアを通じて情報として

流されるものの、自然から遠ざかってしまった子ど

もに理解することを不可能にしつつある。子ども自

身に死というものに対して疑問を持つことは、決し

ていけないことではないことを伝え、大人も子ども

と一緒に考えようという姿勢を持つことが重要であ

る。

子どもの年齢発達に応じて、亡くなった人の葬儀

に参加させ、事実を見せることも必要である。その

中で、子どもが疑問に思うことに大人が誠実に答え

ていくことも、子どもにとって、子ども自身が周囲

の人たちに受け入れられていることを感じ取り、疑

問に対する理解を深めるために重要なこととなるの

である。

そのような時に大人は、子どもの疑問に必要な限

り正直に答えていくことは、大人にとっても、しっ

かりと死と向き合うということにつながるのであ

る。大人自身も死についての考え方を自分なりに育

てておくことが重要である。

例えば事例３のように、あまりにも残酷な死の有

り様を見ることの恐怖から子どもを守るために、死

んだ動物の残酷な姿を子どもに見せないようにする

大人の気持ちは理解できないわけではないが、子ど

もにショックを与えないようにという配慮である。

中には、その死んでしまった生き物の姿に心的外傷

を受けてしまう子どももいることは確かである。

だからといって、何でもかでも全く見せないとい

う大人の姿勢は、子どもに対する過保護になり、死

をタブー視することにつながるものと考えられる。

子どもの発達と必要に応じて、真実を見せることも

必要となることもある。むしろ、大人の方が心の準

備を整え、子どもに真実を見せる勇気を持つ必要の

あることを認識することが重要なのではなかろう

か。

特に保育の場では飼育動物などの死に出会うこと

も多いため、保育者は子どもの心理的な状態をしっ

かりと把握したうえで、子どもたちとともに弱って

行く動物の姿を見守り、子どもたちとともに死につ

いて話し合いをし、子どもたちの疑問にも正直に答

えながら「いのち」の大切さについて、子どもたち

とともに学ぶ姿勢を持たなければならない。子ども

たちを過保護にして、飼育動物の姿を全く見せない

で済ませるというのは、生き物の「いのち」につい

て、子どもたちだけでなく保育者もともに学ぶこと

のできる折角の機会を逃してしまうことになる。

このように、保育の場では日々のどんなに小さな

ことでも、子どもとともに語り合い保育者もともに

学ぶ姿勢を常に備えておく必要がある。

３．身近な人の死に対する子どもの罪悪感

家族の死を経験した子どもは、その家族の死の責
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任が自分にあるのではないかと考えてしまうことが

多々あるようで、家族の存在自体をジェラシーなど

のために否定するような機会が少しでもあるなら

ば、その死の責任がそのように考えてしまった自分

自身にあるのだと自分で自分を責めてしまったり、

罪悪感に苛まれるようなことが起こったりする。自

分の愛する家族や自分にも死が訪れるのではないか

と不安に思い、夜眠るときにそういう考えに捕らわ

れてしまうと、特に眠りと死を混同してしまってい

るような子どもにとっては、一度眠りについてしま

うと、自分は二度と目を覚ますことが出来ないので

はないかと恐怖感を持ってしまい、子どもは安心し

て眠りに着くことが出来なくなるのである。このよ

うな状況が繰り返され、ついには、子どもは激しい

情緒不安定に陥ってしまうのである。

子どものこのような眠りに対する不安を見出した

場合には、まず子どもに眠りと死とは全く別のもの

であることを理解できるように説明してやることが

必要である。永遠の眠りなどと眠りにつくことが死

であると言うような紛らわしい表現は避けて、眠る

ことと死とは全く別のものであることを明確に説明

し、子どもに理解させることが重要である。

もし、子どもが眠りと死とを混同させるようなこ

とがあれば、子どもは眠りと死を結び付けてしま

い、死に対する恐怖感のために、安心して眠りに着

くことが出来なくなってしまうのである。子どもに

は、どのようなときにもその眠りを妨げるような要

因を排除し、子どもが安心して休むことの出来る環

境を整えなければならない。それが死の悲しみを乗

り越え、明日への精神力と生きる力を呼び覚ますエ

ネルギーとなるのである。

事例１では、年長の子どもは年下の兄弟に対する

責任感を持っていた。両親はつい年長の子どもに年

少の子どもの面倒を見るように言ったり、当然のこ

とのように様々な責任を負わせたり、過剰な期待を

持つこともある。時には大きすぎる期待を寄せてし

まうこともある。

例えば、年長の子どもが年少の子どもに両親の愛

情を奪われたように思いこみ、嫉妬を感じてしまっ

て、年少の子どもがいなくなればいいのになどと感

じてしまうようなことがあれば、もしも、その年少

の子どもが本当に亡くなるというようなことがあっ

た場合には、年長の子どもは、自分の嫉妬心のせい

でその子どもが亡くなってしまったのだというよう

な罪悪感を持ってしまうのである。

そのような子どもにとって、年少の子どもが突然

に亡くなるということは非常に大きな責任を感じて

しまうことにつながるのである。両親の悲しみを見

るにつけ、年長の子どもの罪悪感がますます大きく

なったり、自分のせいで兄弟が亡くなってしまった

のだと感じたり、プレッシャーに感じてしまうとい

うことも多い。そのような子どものプレッシャーに

感じていることを見つけ出したときには、子どもに

は解りやすく「君には全く何の罪も無いのだ」と言

うことをはっきりと伝えて、子どもを余計なプレッ

シャーから開放してやる必要がある。

ローズ・ゼリグスはフロイトについて取り上げ、

彼の喪失感についての考え方から、子どもの喪失感

を否認するのでなく、認識させなければ対象への愛

情や憎しみが無意識的に抑圧されてしまい、何らか

の症状として表出されるであろう６）事を提唱してい

る。さらに、子どもにとって、死とは出発とか旅行

に行くこと以上の何ものでもないことを意味すると

指摘している。この解釈は、わが国でも、昔は、長

い旅に出るときには、水杯をかわし、この世の別れ

のように捉えて、永遠の別れのような挨拶を交わし

たのと似ている。

フロイトは幼児誘惑理論により、エディプス・コ

ンプレックスは裏返しの誘惑理論であると考え、父

親と子どもとの関係において、幼児を誘惑するのは

父親ではなく、幼児の方が母親を所有しようとして

父親の死を願うのである。誘惑場面は、エディプ

ス・コンプレックスに対しては「隠蔽記憶」に他な

らない７）。フロイトはエディプス・コンプレックス

について当然、以前の幻想にとって代わると考えて

いるのである。

女性に関してフロイトは、自己本位のエディプス

的願望として、病身の姉に代わり、自分が義兄の妻

になりたいという妹の願望を表わしてはいるが、自

我との闘いとして、その願望が道徳的規範に反する

という葛藤を生じたために妹に現れた心因性の疼痛

を持ってして、その葛藤からの回避である８）ことを

６）Rose Zeligs. Ed. D 著 前掲書 P．３４
７）ポール・リクール著 久米 博訳 フロイトを読む 解釈学試論 １９８５年 新曜社 P．２０６
８）小此木啓吾著 フロイト １９７３年 NHK ブックス P．３８
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洞察している。現実と幻想の間を行き来して、分裂

する自我（現実自我と幻想自我）についてもそれを

乗り越える超自我についても論じている。

フロイトの精神分析から有名になった男児のエ

ディプス・コンプレックスに対し、女児の場合につ

いて、ユングが子どもの母親に代わり、父親と自分

が仲良くしたいという願望を持つのをエレクトラ・

コンプレックスとして表わした９）。フロイトの自己

分析には、常に父親への愛情と裏腹に、父の死を願

う心が潜んでいることが表わされている。誰よりも

自分は父親を愛していると考えていたのに、どうし

て父親の死を願うなどといった罪深い願望を持って

しまったのか、はじめは理解できなかった。しかし、

冷静に考えたフロイトは、「そのように激しい愛情

こそ、憎しみが抑圧されている条件なのであるこ

と」に気付いていく。さらに、「あまり愛情が強い

と、自分の憎しみをはっきりと意識することができ

なくなるものである」という絶えず自分自身を脅か

し続けていた無意識の中での、不安感や罪悪感を自

分の中に認め始めたのである。

子どもは、自分自身の考えを適当にごまかすこと

はできずに、ちょっと頭をよぎった嫉妬心などを彼

又は彼女がいなくなればいいなどと考えたことに心

が捉われてしまって、フロイトが言うように罪の意

識を持ってしまうのである。子どもが身近な人の死

の経験を通して、自分自身に罪悪感を持ってしまっ

ているような場合には、「あなたには、何の罪もな

いのですよ」ということをはっきりと分かりやすく

伝えて、子どもを罪悪感から解放するべきである。

フロイトの言う無意識の抑圧が破たんすると、子

どもには心理的な混乱が生じる。また、そのような

抑圧が強すぎても子どもの成長過程において、心理

的な偏りが生じる。身近な人の死を体験した子ども

が罪悪感を持つことなく、それぞれの悲嘆の経験を

乗り越えることができるように、大人は援助する必

要がある。さらには死の経験を通して、子どもが生

きることについて新たな成熟した認識を得ることが

できるように配慮がなされるべきである。
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